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幹   事 岩本洋子 
雑誌･広報･会報委員長  

澤木政光 

 

週  報 

四つのテスト 1.真実かどうか 2.みんなに公平か 3.好意と友情を深めるか 4.みんなのためになるかどうか 

国際ロータリー第 2660 地区 

 

 

創立 1959 年 6 月 16 日  

広めよう ロータリーの心 地域とともに 

2022～23 年度 
国際ロータリー会長 

ジェニファー E. ジョーンズ 
(Windsor-Roseland RC) 

事務局・例会場：〒560-0021 豊中市本町 3 丁目 1 番 16 号 ホテル アイボリー内         
TEL 06-6858-1551   FAX 06-6857-0011 
 例 会 日 時：毎週火曜日 12 時 30 分より  
事   務   局：10 時～16 時(土日祝を除く) 
ＨＰアドレス： w ww .s un - i ne t. or .j p/ ~j tr c2 66 0/  

 メールアドレス：jtrc2660@sun-inet.or.jp 

 

☆会長の時間☆ 
 

「国際ガールズ・デー」 

2022-23年度 会長 都井正剛 

１０月１１日は国際ガールズ・デーです。児童婚、ジェンダー不平等、女性に対する暴力や女性差別の撤廃と女

子教育の普及など女性が直面している問題に取り組むために設けられた日です。男性性、女性性などは動物として

の特徴以外に伝統・社会的制度やしつけなどにて無意識にたたきこまれた性差がありその部分が上記問題をひきお

こしています。戦前までは日本全国で女性は家を守るものであり、儒教の三従理論「子供の頃は親に、結婚してか

らは夫に、老人になってからは子供に従うように」女性に勧めた教えなどがありました。 世界ではイスラム世界・

インドでは今でも女性がかなり差別されているようです。 

国際ロータリーの運営方針の一つダイバーシティにとっても重要な日ですので会員自ら無意識に身に着けてい

る女性への偏見などに気づいてなくしていく努力がまだまだ必要でしょう。日本社会での女性の社会進出の低さが

男女不平等を表しており、豊中ロータリークラブも例外ではなく女性会員がわずかでありどのように増やしていく

かが課題でもあります。 

 

 

 

                           

     

 

次回（  10 月 25 日）のプログラム  
 

「ガバナー公式訪問」  
国際ロータリー第 2660 地区  
 
ガバナー  宮里唯子様  
 
―豊中南 RC との合同例会―  

本 日 （ 10 月 11 日） の プ ロ グ ラ ム  
 

「米山月間に因んで」  
 
米山奨学生：バストラ・ススミタ  
 
 
担当：米山奨学委員長  小寺潤一  

 

 

令和 4年 10月 11日 

 

第 2952例会 

 

mailto:jtrc2660@sun-inet.or.jp


例 会 出 席 報 告☆ 

                             

     第2951回  第2948回 

例 会 日   10月 4日 8月 2日 

① 会員数 A 33 34 

  （内出席免除者） 8 8 

② 出席義務者数  25 26 

③ 出席義務者出席数 14 15 

④ 出席免除者出席数  5 4 

⑤ メイクアップ数  
 

4 

⑥ 出席義務者欠席数  11 11 

出席率 % 63.33％ 76.67％ 

出席率（2951回）③+④／②+④ 出席率（2948回） ③+④+⑤／②+④ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✑ 掲 示 板 ✑ 

・ガバナー公式訪問時事前懇談会 

 日 時：10月 25日（火） 11：20～12：20 

 場 所：ホテルアイボリー「さくらの間」 

※五大奉仕委員長のご出席、宜しくお願い致します。 

・ガバナー公式訪問 

 日 時：10月 25日（火） 例会時 

 場 所：ホテルアイボリー3Ｆ例会場 

※会員の皆様のご出席、宜しくお願い致します。 

・第 5回定例理事会 

 日 時：11月 1日（火） 例会終了後 

 場 所：ホテルアイボリー「例会場前」 

・職場見学と秋の家族会 

 日 時：11月 20日（日）午後からになると思います。 

 場 所：和泉市久保惣記念美術館 

※詳細は追ってお知らせいたします。 

◎副 SAA当番◎ 
10月副 SAA      米田 眞 会員 

 

💛10月 4日のニコニコ箱報告💛 

・誕生日祝いを頂いて      矢口会員 

・結婚記念日祝いを頂いて 

          松山、宮田、原各会員 

・家内の誕生日祝いを頂いて     

            米田、吉川各会員 

・入会記念日祝いを頂いて 

            木村、吉川各会員 

・色々なお祝いを頂きました。  岩本会員 

・秋のゴルフコンペで準優勝しました。 

                米田会員 

・写真を頂いて     木村、横田各会員 

 

〇幹 事 報 告〇 

 

・国際ロータリー第 2660地区より 

「2022-23年度 地区大会信任状ご提出のお願い」が届

きました。 

 

 

ポリオ支援金御礼 

10月 4日の例会時に、皆様にポリオの支援金

をお願い致しました。沢山の方々にご支援い

ただき、16,000円を送金することができまし

た。心よりお礼申し上げます。 

              武枝敏之 

お知らせ 

8月のお祝いでの南会員のお誕生日のお祝い品

は、ニコニコ箱にご寄付されました。   

別途、ニコニコ寄付金も頂いております。 

 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✑10月 4日の卓話✑ 

 

「“世界ポリオデー”への取り組み」 

 

国際ロータリー第 2660地区 ガバナー補佐エレクト  武枝敏之 

            

10月 24日は“世界ポリオデー”でございます。豊中 RCでも、このポリオデーに向け、色々な取り

組みをいたしました。先日の秋の親睦ゴルフは、ご参加頂いた皆様のご協力で“ポリオチャリティーゴ

ルフ”とさせていただき、皆様から頂いた多額（53,000円）のご寄付をポリオ基金へご寄付させていた

だくことができました。そして本日は、募金箱を回し、皆様からご寄付を賜り、ポリオ寄付とさせてい

ただきます。皆様のご厚情に深く感謝申し上げます。 

・ポリオとは 

ほとんどの人がポリオについて聞いたことはありますが、この病気が今でも世界中の子供たちに影響

を与えていることを知っている人はほとんどいません。 

 ポリオ（急性灰白髄炎）は非常に感染性の高い病気であり、特に感染しやすいのは 5歳未満の子供で

す。日本では一般に「小児まひ」と呼ばれることもあります。ポリオウイルスは人から人へ感染し、最

も多いのは汚染水を通じた感染です。神経系を侵すこともあり、これによって身体のまひを引き起こす

可能性があります。治療法はありませんが、安全なワクチンで予防が可能です。ロータリーとそのパー

トナー団体は、これまで世界中 25億以上の子どもにワクチンを投与する活動を行ってきました。そし

て現在、1988年以来、ポリオの症例は世界的に 99.9％減少しました。ポリオが蔓延しているのは、ア

フガニスタンとパキスタンの 2つの国だけとなりました。私たちの先人の取り組みは、確実にポリオ撲

滅へと突き進んでまいりました。あと少しのところは、私たちが引き継いで 100％にしていかなくては

いけないと深く思います。 

・ロータリーの目標 

ロータリーは、過去 35年以上にわたりポリオ根絶活動を行ってきました。ポリオを世界からなくす

という私たちの目標は、達成まであともう少しのところにきています。世界ポリオ根絶推進活動（GPEI）

は、1979 年フィリピンの子どもたちに予防接種を実施したときから始まりました。ロータリーの会員

はこれまでに 21 億ドル以上と無数のボランティア時間をこの活動に捧げ、122 ヵ国の 30 億人近い子

供を、身体まひを引き起こすポリオから守ってきました。今日、ポリオがまだ存在する国（常在国）は

アフガニスタンとパキスタンのみとなっておりますが、その他の国でもポリオのない状態を維持してい

く必要があります。根絶活動を今やめてしまうと、10 年間のうちに、毎年ポリオによって身体まひと

なる子どもが 20万人になると予想されています。ポリオを世界からなくす、これがロータリーの目標

です。 

今までのポリオ根絶活動への皆様のご協力に感謝し、引き続きご支援賜りますようお願い致します。 

 

 


